
W 司理

建
設
業
界
の
大
き
な
う
ね
り

計
業
務
日
件
が
発
注
さ
れ
た
。
国
交

省
は
そ
の
後
も
、

3
D
に
時
間
軸
を

加
え
た
B
I
M
の
「
4
D」
検
討
に

加
え
、
コ
ス
ト
軸
、
環
境
軸
、
安
全

軸
を
加
え
た
「
7
D」
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
の
構
想
を
膨
ら
ま
せ
、
試
行

件
数
を
拡
大
す
る
方
針
も
示
し
て
い

る。

c
I
Mは
も
は
や
建
設
業
界
の

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
い
る
。

B
I
Mか
ら
C
I
M
ヘ
ー
ー
。

2

0
1
1年
日
月
、
国
土
交
通
省
の
佐

藤
直
良
技
監
(
現
事
務
次
官
)
が
、

あ
る
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演

し
た
内
容
に
、
会
場
内
に
衝
撃
が
走

っ
た
。
現
役
国
交
省
幹
部
が
、
建
設

生
産
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
向
け
て
、

広
義
の
概
念
一
c
I
M
l
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
」
を
掲
げ
、
建
築

・
土
木
共
通
の
枠
組
み
で
取
り
組
む

方
針
を
打
ち
出
し
た
の
だ
。
建
築
も

土
木
も
、
構
造
物
の
3
次
元
モ
デ
ル

に
属
性
情
報
を
内
包
し
、
設
計
か
ら

施
工
、
維
持
管
理
ヘ
受
け
渡
せ
ば
、

全
体
最
適
に
つ
な
が
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。

翌
ロ
年
、
佐
藤
氏
は
事
務
次
官
に

就
任
。
国
交
省
と
日
本
建
設
情
報
総

合
セ
ン
タ
ー

(
J
A
C
I
C
)
で
そ

れ
ぞ
れ
C
I
M検
討
会
が
発
足
す
る

な
ど
、
事
態
は
め
ま
ぐ
る
し
く
展
開

し
可
同
年
日
月
以
降
に
は
北
海
道
開

発
局
と
8
地
方
整
備
局
か
ら
試
行
設

2012年度のCIM試行設計業務11件
1 事業名 業務名 担当事務所 CIM対象業務 委託企業

国道40号天塩防災 一般国道40号天塩町天塩防災道路詳細設計業務 北海道開発局・羽幌道路事務所 道路詳細設計長さ1.3km パシフィックコンサルタンツ

一陸沿岸道路釜石山田道路 小佐野高架橋橋梁詳細設計業務 東北整備局・南ニ陸国道事務所 Dフンプ橋長さ約120m 日本工営

八王子南パイバス 24F八王子南バイパス(1工区〕構造検討他 関東整備局・相武国道事務所 調整池 中央復建コンサルタンツ

首都圏中央連絡自動車道横浜環状南線 H23IC.JCT本線第一橋梁詳級設計業務 関東整備局・横浜国道事務所 橋梁下部エ l 八千代エンジーヤリング

中部横断自動車道 H24中部横断道入之沢川橋詳細設計 関東整備局・甲府河川国道事務所 橋脚1基 大白本コンサルタント

能越自動車道(七尾氷見道路〕 能越自動車道中波2号跨道橋詳細修正設計他業務 北陸整備局・富山河川国道事務所 PC方枚フーメン橋1橋、長さ13m' パシフイツクコンサルタンツ

園道155号豊田南バイパス H24 155号豊田南BP横山地区道路詳細設計業務 中部整備局・名四国道事務所 道路詳細設計O.1km、箱型函渠1力所 オリ工ンタルコンサルタンツ

国道161号青柳北交差点改良事業 国道161号安曇川地区橋梁修正設計業務 近畿整備局・滋賀国道事務所 ポータJレフーメン橋修正設計長さ14.6m 太田本コンサルタント

安芸バイパス H24安芸J'¥，-iパス八本松IC橋詳細設計業務 中国整備局・広島国道事務所 鋼単純合成銀桁橋1橋、長さ38m、橋第2基 新日本技研

四国横断自動車道(阿南~徳島東) 平成24年度立江櫛澗軟弱地盤対策検討業務 四国整備局・徳島河川国道事務所 軟弱地盤の盛土管理 エイト日本技術開発

飯塚庄内田川バイパス事業 福岡201号筑豊鳥尾トンネル(下り線)詳細設計業務 九州整備局・北九州国道事務所 トンネル詳細設計長さ1.5km 千代田コンサルタント

官
民
を
積
極
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
こ
と
し
4

月
9日
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

の
憲
政
記
念
館
で
、
あ
る
財
団
の
公

益
法
人
設
立
記
念
講
演
会
・
懇
親
会

、
が
開
か
れ
、
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官

や
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
を
始
め

と
す
る
閣
僚
、
省
庁
・
建
-
謹
宋
関
係

者
ら
約
3
0
0
人
を
集
め
た
。

B
-

M
/
C
I
M
の
普
及
推
進
に
向
け
た

調
査
研
究
や
、
工
業
高
校
な
ど
の
3

次
元
C
A
D教
育
事
業
を
展
開
し
て

い
る
建
設
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
(
本

部
・
東
京
都
新
宿
区
、
吉
田
六
左
ェ

門
代
表
理
事
)
の
主
催
だ
。
吉
田
代

表
理
事
は
、
「
c
I
M推
進
に
向
け

て
官
民
を
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い
る

0

・
そ
の
ケ
環
と
し
で
、
、
同
セ
ン
タ
ー

7
D普
及
ヘ
全
力
サ
ポ
ー
ト

一
方
、
急
速
に
普
及
す
る
C
I
M

に
対
し
て
、
多
く
の
設
計
事
務
所
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ゼ
ネ
コ
ン

は
、
十
分
な
体
制
を
整
え
て
お
ら
ず
、

多
く
の
課
題
を
前
に
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
と
し
3
月
に
エ
イ
・
ユ
l
エ
ヌ

か
ら
社
名
変
更
し
た
ト
ー
タ
ル
・
シ

ス
テ
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
T
S
T
、

本
社
・
東
京
都
新
宿
区
、
長
尾
良
幸

社
長
)
は
、
建
築
、
土
木
の
両
方
の

シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
展

パ
関
し
て
い
る
。

長
尾
社
長
は
、
「
土
木
の
C
I
M

…
が
大
き
く
動
い
て
お
り
、

B
I
Mも

後
押
し
さ
れ
て
く
る
た
め
、
い
ず
れ

も
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。
目
指
す
の
は

「7
D」
の
普
及
だ
。

B
I
Mも
土
木
の
C
I
Mも
、
最

i

終
的
に
は
維
持
管
理
を
目
的
と
し
て

お
り
、
属
性
情
報
を
内
包
し
た
デ
ー

タ
の
流
通
が
不
可
欠
と
な
る
。
た
だ
、

多
様
な
ツ
l
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
な
デ
i
タ
流
通
に
は
、

「
ベ
ン
ダ
ー
色
の
な
い
企
業
の
支
援

と、

I
F
C
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
活
用

が
不
可
欠
だ
」
と
長
尾
社
長
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
各
ツ
i
ル
で

作
成
し
た
I
F
C
デ
l
タ
を
統
合

し
、
そ
こ
で
編
集
し
た
デ
!
タ
を
ま

た
各
ツ
l
ル
で
読
み
込
め
る
環
境
づ

く
り
に
注
力
し
て
い
る
。
た
だ
、

「デ
l
タ
入
力
に
関
し
て
日
本
統
一

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
必
要
に
な
る
」

と
み
る
。

さ
ら
に
、
多
く
の
C
I
Mプ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
く
に
は
、

実
際
の
モ
デ
リ
ン
グ
な
ど
の
機
動
的

な
支
援
も
必
要
と
な
る
。

G
S
A

(
東
京
都
新
宿
区
べ
堀
池
圭
介
社
長
)

は、

B
I
M
と
土
木
C
I
M
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
き
た
。
今
後

も
T
S
T
と
目
的
を
一
つ
に
し
て
、

実
務
面
で
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
注
力
す
る
方
針
だ
。

た
だ
、
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と

っ
て
、
最
終
的
に
C
I
M
へ
の
障
壁

と
な
る
の
は
、
ソ
リ
ュ

l
シ
ョ
ン
に

か
か
る
コ
ス
ト
で
あ
る
の
も
事
実
。

T
S
T
の
長
尾
社
長
は
、
「
よ
り
多

く
の
企
業
が
C
I
M
に
取
り
組
め
る

は
4
月
下
旬
、
国
交
省
幹
部
を
訪
問

し、

B
I
M
/
C
I
M推
進
の
課
題

と
し
て
、
「
モ
デ
ル
の
統
合
化
が
で

き
て
い
な
い
」
「
要
素
(
部
材
)
の

情
報
を
持
て
て
い
な
い
」
「
モ
デ
ル

作
成
に
時
間
が
か
か
る
」
の
3
点
を

提
起
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
世
界

標
準
で
あ
る
I
F
C
(
*
)
の
適
正

な
活
用
に
よ
る
解
決
を
求
め
た
。

こ
う
し
た
官
民
の
橋
渡
し
役
と
し

て
、
今
後
も
C
I
M普
及
に
向
け
た

同
財
団
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
考
え
て
い
き

た
い
」
と
展
望
す
る
。

¥
な
お
、
同
社
は
C
I
M
に
取
り
組

む
企
業
の
情
報
不
足
に
応
え
、
「
B

I
M最
先
端
情
報
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

も
開
催
し
て
い
る
。
一

m日
に
は
、
安

井
ヲ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ljス
の
中
元
三
郎

I
P
D
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
推
進
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
「
未
来
思

考
の
B
I
Mを
目
指
し
て
」
に
つ
い

て
講
演
し
た
。
詳
細
は
、
後
日
ホ
ー

ム
ペ
l
ジ
(
宮
苦
…
¥
¥
巧
巧
巧

-
Z
?の
。
・
]

司
¥
)
に
掲
載
さ
れ
る
。

( *) I F C Ondustry Foundation Classes) 
建設業界のソフト閣で、データを共有するための
データ交換フォーマット。ことし3月21日に国際
標準 1SO  16739になった。国際的な非営利組織
1 A 1 (現buildingSMART)が開発した。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15日本海事

2.朝日
5.岐 車
8.静岡
11建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬.建設通信
16建設工業
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